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ぶどう(シャインマスカット)・かんきつ(みかん)・柿に関して、輸出期間の長期化が進んで
おり、現地ニーズ・認知度の拡大が実現。また、もも・りんごを始め、日本産青果物全体
として供給量の有意な増加を複数事業者が認識。

エグゼクティブサマリ(リレー出荷の効果検証)

• 例年は11月～12月に終了するシャインマスカットの供給期間が、今年度は1
～2月まで延びており、供給量の有意な増加が見られる

 具体例としては、長野県産シャインマスカットが挙げられ、味・見た目の
評価が高いため、現地ニーズが高まっている

 長野県産シャインマスカットは貯蔵技術の向上を通じて、輸出期間の
長期化を実現している

ぶどう

• みかん・柿は、例年、日本のお歳暮シーズン終了と同時に海外輸出もストップ
していたが、今期は１月に入ってからも輸出が行われており、出荷期間が延び
ている

 具体例としては、愛媛県産みかん(化粧箱に入ったギフト用)・奈良県
産柿が挙げられる

かんきつ・柿

• 小売店舗・青果物の卸売市場の双方で、市場流通量の有意な増加が確認
された

もも・
りんご
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エグゼクティブサマリ(日本産青果物の流通状況)

• 日系/現地系を問わず、多くの小売店に日本産青果物が流通している。また、現地の青果物
卸売市場経由でウェットマーケットへの流通も見られる

 りんご・ぶどう・もも・いちごを中心にかんきつ・柿・なしを含めて代表的な品目。現地系
小売において、ぶどう・いちご・ももに関しては、一部の高級業態の店舗のみでの取扱

 日本産品の専門コーナーは、日系小売では一般的に設けられており、現地系小売で
は全体の青果物コーナーの中で日本産品が集約されていることが基本
(日本産品であることが強調されているわけではない)

• 全体的に現地アッパーミドル層以上が主な顧客層だが、りんごに関しては中間層需要の開拓
も実現している

 家庭での消費が中心だが、規格が統一され、見た目も美しい日本産青果物は贈答
用(企業間・個人間・見舞時)のニーズも高い

日本産品
流通状況

• 消費者に関しては、味(甘さ)が最優先事項であり、価格がそれに次ぐ。日本の産地ブランドに
関する認知度は高くないが、訪日経験者も増えており、訪日時に訪れた地域の産品を香港で
も食べたい、というニーズも見られる

 品種ブランドに関しては、いちご-あまおうに関しては浸透しているが、それ以外で有意
な浸透が見られるブランドは存在しない

 形のよい産品、サイズの大きな産品が好まれる傾向もある

• 日系インポーターは産地単位(JA単位)での調達ニーズが高い一方、現地系インポーターは特
定の産地へのこだわりではなく、品種(例：ぶどう-シャインマスカット)単位でのニーズが一般的

 前者は、味・品質のよい産品を生産している特定のJAから調達したいというニーズ

• もも・ぶどう・いちごに関してはニーズが高く、輸出量・期間の拡大を期待する事業者が多数

 ももに関しては、中秋節を中心に、よりサイズの大きな産品のニーズ、ぶどうに関しては
価格低減に関するニーズが存在

消費者・
事業者ニーズ
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エグゼクティブサマリ(輸出拡大に向けた課題)

• 中間層需要の更なる拡大に向けては、価格低減が最大の課題であり、特に物流コストの低
減が必要

 物流以外では、パッケージ作業を現地で実施することによるコスト低減や少量パッケー
ジを通じた単価の安い商品ラインアップの必要性を指摘する声

 地方からの輸送を見据えた、地方の輸出拠点・物流網の整備に関する国の支援を
期待する事業者が多数

• 一方で、りんご・いちごに関しては一部で供給過剰が発生し、価格競争・味/品質の低下を懸
念する声もあるため、ブランド維持のために日本産品としての品質を担保する施策も必要

• また、現地プロモーターの育成を含めて、日本産青果物の紹介・産地の説明等を丁寧に行い、
長期的な商流構築のきっかけとなるプロモーションイベントとすることも重要

 長期的な取引に繋がらない単発でのイベント実施は、既存の商流・長期的な商流構
築に悪影響を及ぼす可能性がある点を留意すべき
(補助金によって安価で販売されるケースがある)

 長期的な視座で取り組んでいる、現地のインポーターと連携した上で、商流構築・
ニーズの拡大に繋がるプロモーションイベントを行っていくべき

輸出拡大に
向けた課題

• 輸出量・期間拡大のニーズが高いと想定される、ぶどう(シャインマスカット)を中心に、香港と同
様、農水省・日本青果物輸出促進協議会が各産地と連携して、輸出量の拡大・期間の長
期化を働きかけていくことが有効

• 後述の国内調査結果も踏まえると、リレー出荷の担い手となる商社・品目を具体的に指定し
た上で、具体的な取組を後押しする施策も有効と考えられる

 商流を絞ることで、施策の効果の最大化・可視化が可能

 長期的な視座で取り組んでいる、現地のインポーターと連携したイベント等も有効

台湾へのリレー
出荷に向けて
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背景・目的

• 農林水産業・地域の活力創造本部において、2016年５月に「農林水産業の輸
出力強化戦略」(以下「輸出力強化戦略」)が取り纏められ、官民一体となって実
行していくことが求められている

• 日本産青果物に関しては、ジャパンブランド定着による輸出拡大を目指し、産地
間が連携し、「リレー出荷」を行うことで、産地間競争を回避しつつ、周年供給・販
売長期化を実現し、現地ニーズにきめ細やかに対応していくことが重要

• 今年度は香港においてリレー出荷の取り組みに着手。来年度以降、台湾をはじ
めとする各国へ対象を拡大していくうえで、取組の効果・現地でのニーズ等を把握
し、改善につなげていくことが必要

背景

• 今年度進めている輸出期間長期化(リレー出荷)の取組に関して、現地で具体的
な効果の検証を行う

• 香港における青果物(日本産含む)の流通状況・ニーズを把握した上で、今後中
間層を含めて日本産青果物のターゲットとしていくことの実現可能性を検討する

目的
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日本からの食品の大半は、日本の輸出業者から香港の輸入業者を通じて香港市場へ
輸入され、その後、仲卸業者経由または直接小売業者に卸され、日系の小売/百貨店、
日本食レストランや一部地場の高級小売店等を販売先として流通。

香港の流通構造(概要)

特記事項

• 農産物への輸入規制や検疫は基本的に
なく、事前審査のみ

• 食品に対する関税は無く、食品販売に係
る物品税は一部商品を除き無税

• 商品によっては、香港・台湾を経由して、
中国本土へ再輸出される場合がある。こ
れらのルートの大半は広州市場を通って
中国全土に配送

• 中華圏の流通慣行として、スーパーで新
規に商品棚を確保する際に取扱手数料
を請求される場合がある

• 香港の地場系小売業店からは、プロモー
ション割引きの請求や、リベートの要求など
も行われている

出所：社団法人中小企業診断協会「中小企業の食品及び農林水産物の中華圏販路開拓支援マニュアル」

日本産青果物の輸出ルート(例)

生産 流通(国内) 流通(海外) 消費者市場

生産者

仲卸業者

産地市場

農協系統

移出商
系統

輸出
業者

輸入
業者

仲卸業者

ギフト
専門業者

スーパー
マーケット

百貨店

その他

産直店

消費者

法人ギフト
ユース等

中国各地

広州

市場
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Daily Farm Group A.S.Watson Co.Ltd.

Wellcome (274店舗)

MarketPlace by Jasons(4店舗)

ThreeSixty (2店舗)

Oliver’s the Delicatessen 

Central (1店舗)

その他、7-eleven等

Park’n Shop (301店舗)

Taste (4店舗)

great (1店舗)

Gourmet (1店舗)

fusion Park’n Shop

(22店舗)

香港の小売市場は、Daily Farm GroupとA.S.Watson Co.Ltd. の2社のグルー
プ店舗による寡占状態であり、売上高の約80%程度を占めると推定。その他、中~高
所得層向けの日系小売や百貨店が追随している。

小売店舗概況

出所：JETRO「香港の小売業の概況」、各企業HP

地場系大手小売

※店舗数は2017年1月時点での当社調べ

日系小売・日系百貨店

AEON (18店舗)
APITA/UNY/PIAGO (3店舗)
YATA Department Store (3店舗)
SOGO Hong Kong (1店舗)

その他スーパーマーケット・百貨店

CitySuper (18店舗)
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日本産青果物を扱う輸入業者は複数存在し、香港の企業や日系企業がある．青果物
に特化した専門業者から、あらゆる商品を扱う総合商社までバラエティ豊かである．

主要輸入業者

出所：各企業HP

企業名 香港における企業所在地 主な取扱商品 企業ロゴ

Aji-no-chinmi Co.,(HK) Ltd.
味珍味

青衣长达路33号青衣工业中心1期8
楼B1室

 加工食品
 日本産青果物(金柑)
 調味料など

Hong Kong Kanekyu Co., 
Ltd.

香港金久有限公司

Unit A, G & H, 15/F., Evergain
Centre,

43-57 Wang Wo Tsai Street, 
Tsuen Wan, N.T., Hong Kong

 漬物
 日本産野菜
 日本産青果物
 加工食品

Top Weal Limited
高盛有限公司

Shop 1, Tak Cheong Court 15-21 
Tak Cheong Lane Yau Ma Tei, 

Kowloon Hong Kon

 日本産青果物
 野菜

Dah Chong Hong Limited
株式會社大昌貿易行

8/F DCH Building, 20 Kai 
Cheung Road, Kowloon Bay, 

Kowloon (Food)

※本社の所在地は日本の東京都港区

 服飾雑貨
 自動車機械
 缶詰、ドライフルーツ、穀物

原料、生鮮果実など

輸入業者の例
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現地の小売事業者及び輸入卸業者を中心とした、キープレイヤーへのヒアリング結果を
元に、リレー出荷の効果検証と輸出拡大に向けた課題抽出を実施。

主なヒアリング対象

※内、2社は現地視察のみ

現
地
系

日
系

その他

ヒアリング対象

3社

2社

3社

輸
入
卸
業
者小

売

現
地
系
大
手

現
地
系
そ
の
他

日
系

ヒアリング対象

3社

3社

5社※
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現地系大手小売は、大きく二つのグループに分かれ、ターゲット顧客層別に店舗ブランド
を分けている。戦略的に店舗がコミュニティの中心に位置するように店舗展開を行い、両
グループで80%以上のシェアを複占している。

ヒアリング対象概要(小売)

出所：企業HP、事業者ヒアリング、現地視察

名称(店舗数) 顧客層 概要

α社
Group

• α社グループは健康・美容ドラッグストアを世界各国に
展開する香港を代表する小売業者

• A社は香港とマカオに約300店舗を展開する現地系
スーパー

• 周辺住民を顧客層とするローカルスーパーのA社を主
力店舗とし、高級食料品専門店のB社・C社・D社、
及び高級業態スーパーのE社を展開

• A社(約300)

• B社(4)

• C社(1)

• D社(1)

• E社(22)

• 主力店舗のA社は現地中間
層が中心

• その他高級業態店舗は、現
地アッパーミドル層以上及び
外国人駐在員が中心

• β社グループは健康・美容ドラッグストアの主要２ブラン
ドを世界各国に展開する香港を代表する小売業者

• F社は香港に約280店舗を展開する英国資本の現地
系スーパー

• 周辺住民を顧客層とするローカルスーパーのF社を主
力店舗とし、ハイエンド向け高級業態スーパーのG社、
香港最大のオーガニック有機食品店のH社、その他コ
ンビニエンスストア等も展開

• F社(約270)

• G社(4)

• H社(2)

• 主力店舗のF社は現地中間
層が中心

• その他高級業態店舗は、現
地アッパーミドル層以上及び
外国人駐在員が中心

β社
Group

現
地
系
大
手
小
売
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日系小売は百貨店、総合GMSからハイエンド向け高級スーパーまで多岐にわたる業態
が進出。以前は現地日本人を顧客ターゲットと想定して展開していたが、近年は現地香
港人も多数利用。

ヒアリング対象概要(小売)

名称(店舗数) 顧客層 概要

• L社(1)
• 10%は現地駐在員、90%

は現地中高所得者層

• 高級日本食材スーパー。親会社は香港及び東南アジ
アを主軸とする貿易商社で、独自の冷蔵輸送設備を
保有

日
系
小
売

• I社(1) • 現地中間層
• 日系デパートがリニューアルオープン。香港・新界にある

住宅・商業地区のショッピングモール集積地に所在

• J社(1)
• 現地富裕層及び現地

日本人駐在員、観光客

• 高級百貨店。日系百貨店の現地法人として設立され
たが、経営破綻に伴い売却。その後、現地資本で営
業

• K社(1)
(グループで合計3店舗展開)

• 現地及び日本人のアッパーミ
ドル層以上

• 総合GMS。日系スーパーとして日本食材を中心に韓
国・台湾・欧米産の食品も多数取り扱う

• 現地香港人にも認知度が高い

• M社(4)
• 現地富裕層、及び現地日本

人及び外国人駐在員

• 高級スーパー。香港に本社を置き、香港に4店舗、台
湾に7店舗、上海に3店舗を展開。グループ会社に香
港フードコード事業や生活雑貨を扱う店舗を有する

• 日本製品のみならず、アジアや欧州といった世界各国
の商品を取り扱い、日本産品は売り場の約25%

出所：企業HP、事業者ヒアリング、現地視察
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その他現地系小売としては、現地大手商社が展開する中規模な食品専門スーパー
チェーンや独立系高級食材店の他、現地住民の日常的な食材の調達場所としてウェッ
トマーケットがある。

ヒアリング対象概要(小売)

名称(店舗数) 顧客層 概要

現地系
その他
小売

• N社
(ローカルスーパー50 /食料専門店 7)

• ローカルスーパーは
現地中間層

• 食料専門店は
現地アッパーミドル層

• 現地資本大企業グループの食品専門スーパーチェーン
で世界各国からの食材を扱う

• O社(6) • 中高所得者層 • 世界各国の食材を扱う高級食材専門スーパー

• P社
(ウェットマーケット。多数の店舗が集積)

• 現地アッパーミドル層以上
• 果物、野菜、肉をカバーする小規模の店が集積。当該

ウェットマーケットは中高年層の居住地エリアとして現地
では知られている

出所：企業HP、事業者ヒアリング、現地視察



15©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

日本産青果物は日系のみならず、現地系輸入卸業者にとっても主力商材であり、一部
委託販売形式をとるなど、現地での供給体制に大きな役割を担っている。また、香港最
大規模の卸売市場にもヒアリングを実施。

ヒアリング対象概要(輸入卸/その他)

名称 概要主な卸先

Q社
• 卸売販売業者。中国での青果プランテーション運営生産と日

本産及び世界各国の青果輸入卸販売を行う
• 現地スーパー、日系スー

パー、現地卸売業者

現地系

S社
• 日本食材を中心とした香港、マカオへの卸売販売を行う。海

鮮/野菜や乾燥/冷凍食品に焦点
• 現地スーパー、日系スー

パー、現地卸売業者

R社
• 香港資本の大手総合商社。生鮮食品・水産加工品・その

他加工食品を扱う。親会社グループは自動車販売、航空貨
物、食品販売、物流業務を行うコングロマリット

• グループ小売、日系スー
パー、プレミアムリトルスト
ア、卸売市場

日系

X社 • 日本産青果物の輸入販売を行い、取扱シェアが大きい
• 現地大手スーパー、

日系スーパー

T社 • 日本食材の輸入卸業者
• 現地スーパー、日系スー

パー

Y社 • 日本産青果物を扱う市場としては香港最大の卸売市場
• 主に消費者に直接販売

• 小売店へ一部を卸売
その他

Z社 • 高級チェーンホテル内の日本食レストラン
• 現地富裕層、外国人駐

在員、観光客

U社 • 日本食材(果物、冷凍魚、酒、加工食品)の輸入業者• 現地の仲卸業者

輸
入
卸

出所：企業HP、事業者ヒアリング、現地視察
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《参考》 日本青果物輸出促進協議会によるリレー出荷取組

出所：日本青果物輸出促進協議会資料

調査時期
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現地系小売大手のα社グループでは、高級食品スーパーのB社やC社において日本産青
果物の品目・産地が充実。高級業態店舗でのみ取扱のあるぶどう(シャインマスカット)に
ついて、販売量増加や期間延長が認められた。

リレー出荷の効果検証(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

店頭日本産青果物
(2017/1時点)事業者名

• 全体として供給量が増加した印象がある
• りんご

• かんきつ
A社 • 全体

現地系
大手

小
売

• あまり変化は見られない

• 景気低迷のために売上減少の懸念があるが、春節効果
による売上増加に期待している

• りんご(青森)、かんきつ(鹿児
島、和歌山、愛媛)、いちご
(福岡、鹿児島)、メロン(北
海道、静岡)、梨、キウイ

B社 • -

変化の内容(取扱期間/価格/量/売上/ニーズ)品目

前年度からの変化

• 店舗来客数が減少したため、店舗全体の販売量は減少

• 但し、ぶどう(ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ)は取扱期間の延長があった

• りんご(青森)、いちご(福岡、
熊本、奈良)、かんきつ(鹿児
島)、ぶどう(長野)、柿(信州、
長野)、メロン(熊本)

C社
• ぶどう(シャイン

マスカット)

• 全体としては変化は感じられなかったが、ぶどう(シャインマ
スカット)はかつてないほどよく売れた

• りんご(青森)

• かんきつ
D社

• ぶどう(シャイン
マスカット

• 特に変化は感じられなかった

• りんご(青森)

• かんきつ(和歌山)

• ぶどう

E社 • -
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同じく現地系小売大手のβ社グループにおいては、高級食品専門店のH社では日本産
青果物の品目・産地が充実。高級業態店舗でのみ取扱のあるぶどう(シャインマスカッ
ト)について、期間延長が認められた。

リレー出荷の効果検証(小売)

現地系
大手

小
売

• 特に変化は感じられなかった。この時期店頭で取り扱うい
ちごの種類は前年度と比べてむしろ減少している

• りんご(青森)

• かんきつ

• いちご

F社 • -

• N/A 

• りんご

• かんきつ

• いちご(福岡)

G社 • N/A

• 梨とぶどうは例年、この時期(1月)は店頭では取扱がない
が、今期 (2017年1月時点)は店頭で並んでおり、期間
延長が認められた

• りんご(青森)

• かんきつ(宮崎)

• ぶどう(青森)

• いちご(福岡)、梨

H社
• 梨

• ぶどう

店頭日本産青果物
(2017/1時点)事業者名 変化の内容(取扱期間/価格/量/売上/ニーズ)品目

前年度からの変化

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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日系小売では日本産青果物の品目・産地は充実。高級百貨店のJ社及び現地アッパー
ミドル層以上をターゲットとする一般百貨店のI社において、ぶどう(シャインマスカット)の
販売量増加・期間延長が認められ、同品目の現地浸透が確認できる。

リレー出荷の効果検証(小売)

• ぶどう(シャインマスカット) は販売期間が延長。これは
2015年の売れ行きが好調だったため、今期は当店で調
達を拡大したことによる

• 一方で、ももは、2016年は収穫高不足により、販売期
間が前年は10月までだったのに対し今年は9月で終了

• りんご(青森)、かんきつ(宮崎、
佐賀)、ぶどう(長野)、いちご(福
岡、鹿児島)、梨、柿

I社
• ぶどう(シャイン

マスカット)

• もも

日系小
売

• ぶどう(シャインマスカット)は通年は10月までしか供給され
ていなかったが、今期は現時点(2017年1月)まで取扱が
あり、期間延長が認められた。しかし、味の質が若干劣化
したとの現場意見あり

• りんご(青森、長野)、かんきつ、
ぶどう(長野、岡山)、いちご(福
岡、熊本、佐賀)、梨、柿(富
山)

J社
• ぶどう(シャイン

マスカット)

• N/A

• りんご(青森)、かんきつ(宮崎、
鹿児島)、ぶどう(長野)、いちご
(福岡、熊本、奈良)、梨、柿
(信州、愛媛)

K社 • N/A

• 特に変化は感じられなかった。この時期店頭で取り扱うい
ちごの種類は前年と比べてむしろ減少

• りんご(青森)、かんきつ(鹿児島)、
いちご(佐賀、福岡、宮崎、鹿児
島、長崎)、梨(山形、新潟)、
柿(福岡)

L社 • -

• N/A

• りんご(青森)、かんきつ(熊本、
宮崎)、ぶどう(長野)、いちご(福
岡、熊本)、メロン(静岡)、柿
(奈良)、キウイ(福岡)

M社
• N/A

店頭日本産青果物
(2017/1時点)事業者名 変化の内容(取扱期間/価格/量/売上/ニーズ)品目

前年度からの変化

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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現地系その他店舗では、現地での認知度の高い人気品目を中心に店頭に揃える。全て
のヒアリング先において、ぶどう(シャインマスカット)の販売量増加や期間延長が認められ、
現地でのリレー出荷の効果が見られる。

リレー出荷の効果検証(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

• ぶどう(シャインマスカット)とももは、明らかに取扱量が増加
した

• りんご

• かんきつ(宮崎)
N社

• ぶどう(シャイン
マスカット)

• もも

現地系
その他

小
売

• 輸入業者の提出する見積リストから調達品目を選定する
ため、業者から特に指摘がなければ気が付かない

• 但し、ぶどう(シャインマスカット)は今期は現時点(2017
年1月)も流通しており、期間の延長が認められる

• いちご

• ぶどう
O社

• ぶどう(シャイン
マスカット)

• ぶどう(シャインマスカット)は明白に取扱期間が拡大した。
(過去にはイチゴの取扱と同季節に、店頭でシャインマス
カットの取り扱いを行うことはできなかった)

• りんご(青森、宮崎)

• かんきつ(宮崎)

• ぶどう(長野)

• いちご(福岡)

P社
• ぶどう(シャイン

マスカット)

店頭日本産青果物
(2017/1時点)事業者名 変化の内容(取扱期間/価格/量/売上/ニーズ)品目

前年度からの変化
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現地系及び日系の輸入卸業者において、ぶどう(シャインマスカット) の供給量増加と期
間延長が認められ、現地での同品目の浸透が確認できる。X社は春節の贈答用に一部
品目の期間延長を指摘。

リレー出荷の効果検証(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

前年度からの変化(取扱期間/価格/量/売上/ニーズ)事業者名

日系

輸
入
卸

現地系

• ぶどう(シャインマスカット)は前年(2015年)は11-12月で供給が終了したが、今期
は2017年2月まで取り扱いがあり、取扱期間が延長した

• ぶどう
(シャインマスカット)Q社

• ぶどう(シャインマスカット)とももは、近年、明白に市場供給量が増加した

• ぶどう
(シャインマスカット) 

• もも

R社

• ぶどう(シャインマスカット)は、明白に取扱期間が延長した
(但し、昨年に比べ品質は少し劣化し、価格は少し高くなった)

• ぶどう
(シャインマスカット)  S社

• 前年度からの変化を取引の上では感じることができず、取引先小売店の店頭でも認
知できなかった

• -T社

• ここ数年、香港市場での日本産青果物の流通量は明らかに増加しており、過当競
争の一因となっていると考えられる

• 全体U社

前年度からの変化

品目

• 化粧箱入り贈答用の愛媛みかんと奈良県産の柿は、従来は日本のお歳暮期間の
終了と同時に海外出荷もストップしていたが、今期は輸出期間が長期化

• ぶどう(長野産シャインマスカット)は昨年は正月までに出荷は終了していたが、今期
はJAにより冷蔵貯蔵がされ、現在でも少量だが出荷は延長されている

• 愛媛産みかん

• 奈良産柿

• ぶどう(長野産シャイ
ンマスカット)

X社
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現地卸売市場では、需要の高い品目であるぶどう(シャインマスカット)、もも、りんごにつ
いて、流通期間の有意な拡大が見られた。

リレー出荷の効果検証(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

前年度からの変化(取扱期間/価格/量/売上/ニーズ)事業者名

• ももとりんご(王林)、ぶどう(シャインマスカット)は取扱期間の延長が認められた。中で
も、最も明白に期間延長があったのはぶどう(シャインマスカット)である

• ぶどう
(シャインマスカット)

• りんご(王林)

• もも

Y社

その他

前年度からの変化

品目

• 特に変化は感じられなかったZ社 • -
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現地系小売大手のα社グループでは、中間層向け主力店ではりんごを大量に周年供給
する一方で、高級業態店では品目・産地・ブランドを充実し、日本産品コーナーを常設し
て一部委託販売を行っている。

日本産青果物の取扱状況(小売)

現地系
大手

小
売

主な取扱日本産青果物 競合事業者名

• 韓国、中国A社 • りんご(王林、サンふじ)

• りんご:米国

• かんきつ:中国

• いちご:米国

B社

• りんご
青森産:王林/ジョナゴールド/ふじ/世界一/サンふじ

• かんきつ
鹿児島産きんかん、和歌山産みかん、愛媛産

• ぶどう
長野産シャインマスカット

• いちご
福岡産あまおう/淡雪、熊本産ゆうべに

• メロン
静岡産ハニーデュー、北海道産赤肉メロン

• かんきつ:米国

• マンゴー: 豪州 他
C社

日本産品の取扱

• 他国産品と混在してバラ
バラに陳列

• 常設(大規模)の日本産
専用コーナーがあり、入り
口付近の通行客の目につ
く場所に配置

 委託販売にて運営

• 常設(中規模)の日本産
専門コーナーがあり、果物
コーナー中央の通行客の
目を引く場所に配置

 委託販売にて運営

• りんご
王林、ふじ、金星、陸奥

• かんきつ
きんかん、マンダリンオレンジ

• ぶどう
長野産シャインマスカット

• いちご
福岡産あまおう、奈良産白いちご、福岡産ひのしずく

• メロン(熊本産)、柿(市田、あんぽ)
出所：事業者ヒアリング、現地視察
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現地系小売大手のα社グループの中でも、国際色が強く多様な品揃えで有名な高級業
態店のD社とE社は、相対的に日本産青果物の比率が低く、視察時には日本産品専用
コーナーの設置は確認できなかった。

日本産青果物の取扱状況(小売)

現地系
大手

小
売

• りんご:米国、中国
• かんきつ:米国、エジプトD社

• りんご
青森産: 王林/ふじ
• かんきつ
マンダリンオレンジ
• ぶどう
シャインマスカット

• 一部冷蔵棚に日本産
品が集約されているも
のの、総じて他国産品
と混在して陳列

• りんご:米国、中国
• かんきつ:米国
• 梨:中国
• いちご:韓国

E社

• りんご
青森産: 王林/ふじ
• かんきつ
和歌山産マンダリンオレンジ
• ぶどう
オリンピア

• 他国産品と混在してバ
ラバラに陳列

主な取扱日本産青果物事業者名 日本産品の取扱 競合

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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現地系小売大手のβ社グループでは現地で需要が高い品目・ブランドにやや絞り、中間
層向け主力店舗ではりんごの他にいちごも取り扱っている。

日本産青果物の取扱状況(小売)

現地系
大手

小
売

• りんご:中国、韓国、米
国

• かんきつ:米国、中国
• いちご:韓国、メキシコ

F社

• りんご
青森産: 王林/ジョナゴールド/フジ/世界一/金星

• かんきつ
• いちご
福岡産あまおう

• 日本産品のみのコー
ナーはないものの、日本
産青果物(特にりんご)
は冷蔵スペースでかなり
大きな占有がある

• りんご:中国、韓国、米
国

• かんきつ:米国、中国
• いちご:韓国、メキシコ
※店舗視察より

G社

• りんご
ジョナゴールド、王林、ふじ、乙女、金星、シナノ、世界一

• いちご
あまおう

• かんきつ
みかん

• 柿
富有、次郎柿

• 常設(中規模)の日本
産専用コーナーがある

• 果物売場は入り口付
近の大規模スペースを
占有しており、その中で
も日本産品コーナーは
最前列に陳列

• りんご:中国、韓国、米
国、仏国

• 梨:韓国
• いちご:韓国
※店舗視察より

H社

• りんご
青森産:ふじ、世界一、名月

• かんきつ
宮崎産きんかん、みかん

• ぶどう
青森産デラウェア

• いちご
福岡産あまおう

• 梨
愛宕

• 常設(大規模)の日本
産専用コーナーがあり、
入り口付近の通行客
の目につく場所に配置
されている

• 宣伝用ののぼり、ボード
あり

主な取扱日本産青果物事業者名 日本産品の取扱 競合

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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日系百貨店では主要品目(りんご、かんきつ、ぶどう、いちご)について多岐にわたる産
品・ブランドを展開。日本文化への嗜好が強い現地アッパーミドル以上層が顧客のI社
は、日本産青果物の常設棚はないものの、総棚の大部分を日本産が占める。

日本産青果物の取扱状況(小売)

日系小
売

• 日本の商品が現時点では
最もプレミアムな商品

• 他ハイエンド商品としては
豪州産タスマニアチェリー・
ハワイ産パパイヤ等

• 韓国はぶどう(シャインマス
カット)、いちご、梨において
日本の競合となりつつある
(安価で包装の品質は日本と同等)

• 韓国以外で店頭商品での
競合は米国 (りんご、ぶどう、
かんきつ、いちご)

I社

• りんご
青森産:王林/ふじ

• かんきつ
宮崎産きんかん、佐賀産みかん

• ぶどう
長野産シャインマスカット

• いちご
福岡産あまおう、熊本産ゆうべに

• 梨
晩三吉、王秋

• 日本産青果物は集約
してはいないが総棚の
大部分を占めており、
その大きさは季節要因
によって変化する

 日本産品は一部
委託販売

• 広告用のぼり有り

• りんご:米国、韓国

• かんきつ:韓国

• ぶどう:米国、豪州

• いちご:中国

• 梨:台湾

J社

• りんご
青森産ふじ/王林、長野産しなのゴールド

• かんきつ
愛媛産伊予柑

• ぶどう
長野産シャインマスカット、岡山産シャインマスカット

• いちご
福岡産: あまおう/淡雪、熊本産ひのしずく、佐賀産さ
がほのか

• 梨(西洋梨、王秋)
• 柿(岐阜産富有、富山産:あんぽ柿)

• 常設(大規模)の日本
産専用コーナーがある

• 日本産青果物は果物
販売の約80%以上を
占めており、日本産青
果物コーナーは入口近
くの正面に配置

• 広告用のぼり有り

主な取扱日本産青果物事業者名 日本産品の取扱 競合

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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総合GMSとして日本人及び現地アッパーミドル層以上の利用が高いK社は日本産のみ
でなく世界各国の食材も充実。日本産青果物のブランド展開が豊富であると同時に、
主力品目については価格競争力をもつ韓国・豪州産等も並列して扱っている。

日本産青果物の取扱状況(小売)

日系小
売

• りんご:韓国

• ぶどう: 豪州

• いちご: 韓国

• 梨: 韓国

• さくらんぼ:豪州

※店舗視察より

K社

• りんご
青森産: ふじ/王林/ジョナゴールド/陸奥/世界一/金
星、紅玉

• かんきつ
宮崎産金柑、鹿児島産金柑、ぽんかん、みかん

• ぶどう
長野産シャインマスカット

• いちご
福岡産 :あまおう/淡雪、熊本産ひのしずく、長崎産こ
いのか

• 梨
晩三吉、王秋、南水梨

• 柿
信州産市田、愛媛産あんぽ柿、富有

• 常設(大規模)の日本
産専用コーナーがある

• 日本産青果物は冷蔵
スペースの中でかなり大
きな占有があり、それと
は別に日本産品用の
特別コーナーが設けら
れている

• 広告用のぼり有り

主な取扱日本産青果物事業者名 日本産品の取扱 競合

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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日本食材に特化したL社は主要ブランド以外にも、季節性・希少性に訴求した独自の品
ぞろえを行っており、より幅広い日本産品の現地浸透を目指す。

日本産青果物の取扱状況(小売)

日系小
売

-L社

• りんご
青森産ふじ/王林/ジョナゴールド、世界一
• かんきつ
鹿児島産きんかん/ぽんかん
• いちご
福岡産あまおう、宮崎産白いちご、佐賀産さがほ
のか、鹿児島産白いちご、長崎産ゆめのか
• 梨
山形産、新潟産西洋梨
• 柿
福岡産富有
• メロン
熊本産アールスメロン

• 店内は100%日本産
のため、特設コーナーは
設けていない

主な取扱日本産青果物事業者名 日本産品の取扱 競合

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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ビジネス街に位置するM社は、現地富裕層の他、欧米・日本の現地駐在員もターゲット
とし、世界各国の高級食材と雑貨が充実。日本産青果物は主力ブランド以外も幅広く
揃い、大規模な常設棚設置・販促イベントを実施。

日本産青果物の取扱状況(小売)

日系小
売

• りんご:仏

• かんきつ: 米国、スペイン

• ぶどう: 豪州

• いちご: 韓国、ニュージー
ランド

M社

• りんご
青森産ふじ/サンふじ/千雪/世界一
• かんきつ
熊本産/晩白柚、宮崎産きんかん
• ぶどう
長野産シャインマスカット
• いちご
福岡産あまおう、熊本産淡雪、ひのしずか
• 柿
奈良産あんぽ柿
• メロン
静岡産

• 常設(大規模)の日本
産専用コーナーがある

• 販促イベントも実施

• 広告用のぼり・ボード有
り

主な取扱日本産青果物 日本産品の取扱 競合

出所：事業者ヒアリング、現地視察

事業者名
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現地系その他小売では、現地での認知度と需要が高いりんご・ぶどう(シャインマスカッ
ト)・いちご(あまおう)を取り扱うも、価格競争力のある米国・韓国産果物も並列して販
売し、日本産品専用棚の設置は見られない。

日本産青果物の取扱状況(小売)

現地系
その他

小
売

• 競合となるハイエンド向
け高価格商品はない

• 店頭では韓国産(いちご、
梨、かんきつ)も並列して
陳列

N社

• りんご
青森産ジョナゴールド、秋田産あかり

• かんきつ
宮崎産きんかん、みかん

• ぶどう
シャインマスカット

• いちご、もも、メロン

• 冷蔵棚に日本産品が
一部集約されているも
のの、果物コーナーは
自体が小さく、他国産
品と混在して陳列

• 視察時は全農ののぼ
り・バナーが展示

• ハイエンド商品として、
オーストラリア産のさくらん
ぼ、ブルーベリー

O社

• りんご
青森産: ふじ/トキ

• ぶどう
シャインマスカット/巨峰

• いちご
長崎産、福岡産あまおう、佐賀産さがほのか

• メロン
北海道産

• 日本産品はネット販売
が主力で店頭での扱い
は少なく、専門コーナー
はない

• 全体の取扱における果
物の比率も少なく、売
り場も小さい

• りんご:米国

• かんきつ: 米国、台湾

• ぶどう:台湾

• いちご:韓国

• 梨:韓国

P社

• りんご
青森産: ふじ/王林/金星/明月

• ぶどう
長野産シャインマスカット

• いちご
福岡産あまおう

• 日本産青果物は品
目・割合ともに小さく、
棚の中央に配置される
も他国産と並列

主な取扱日本産青果物 日本産品の取扱 競合

出所：事業者ヒアリング、現地視察

事業者名
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現地系輸入卸事業者では日本産青果物は主要品目(りんご、かんきつ、ぶどう、いちご)
を中心にほぼ全品目の取扱いがある。日本産品の競合となり得るハイエンド向け商品は
未だ少ないものの、競合国として韓国の台頭(特にいちごの品質が追随)が指摘された。

日本産青果物の取扱状況(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

全体 日本産 競合

主な取扱青果物

• ハイエンド向けの商品は日本産
のみ

• 全般的には韓国産青果物が‘競
合として位置付けられる

• りんご、ぶどう、いちご、かんきつ、
メロン、もも、柿等

• 日本産青果物と同様の品目
を韓国、台湾からも調達
※日本産の割合のほうが大きい

• ほぼ全ての日本産青果物を
取扱 (りんご、ぶどう、いちご、
かんきつ、メロン、もも、柿等)

Q社

• 日本の競合となり得るハイエンド
商品はない(現時点では日本産
が最も高額)

• 最大の競合国は韓国。特にいち
ご、ぶどう(シャインマスカット)及び
梨。味と見た目が比較的良く、
包装も綺麗で価格面では安価
(但し、味は日本産が現時点は優れる)

• 米国産・日本産・豪州産・韓
国産(中国産は僅少)

• 果物全体の調達に占める日
本産品の割合は30-40%

• りんごが50%以上、続いてい
ちご、もも、ぶどう

R社

• 日本の競合となり得るハイエンド
商品はない

(100%日本産品)

• もも、りんご、ぶどう、いちごを中
心に、全ての日本産青果物の
取り扱いあり

• 但し、りんごといちごについては
市場供給が過多気味のため
現在輸入量を削減

S社

現地系
輸
入
卸

事業者名
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日系輸入卸事業者においても、日本産は主要品目(りんご、かんきつ、ぶどう、いちご)を
中心にほぼ全品目の取扱いがある。但し産地指定については、時節の旬で味・品質の
良い産地/現地知名度が高い産地のいずれかを、各社の戦略によって使い分ける。

日本産青果物の取扱状況(輸入卸/その他)

輸
入
卸

出所：事業者ヒアリング、現地視察

• N/A(100%日本産品)
• りんご、いちご、梨、柿を中心

に、季節性の観点からその時
期の一番旬の果物を調達

T社

• りんご:米国、豪州、タイ

• かんきつ:韓国、中国

• いちご:韓国、米国

• ぶどう:米国、チリ

※但し、日本産品はまだ味が優れてお
り差別化はされているとの評価

(100%日本産品)

主な日本産青果物は取扱

(産地指定で調達)
• りんご
青森産
• かんきつ
和歌山産、愛媛産
• いちご
佐賀産、長崎産、徳島産
• ぶどう
長野産、岡山産
• もも
山梨産、和歌山産
• その他:梨、柿、すいか、ｷｳｲ等

U社

日系

全体 日本産 競合

主な取扱青果物

事業者名
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日本産青果物の取扱いシェアの高いX社では、味と品質の良い産品の調達という観点
から、その季節の旬の産地または品質の優れた特定の産地からの調達ニーズが強い。

日本産青果物の取扱状況(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

日系
輸
入
卸

• タイ:マンゴー

• オーストラリア:タスマニアチェリー

• 米国・カナダ:アメリカンチェリー、
ゴールドキウイ

※日本産品はすでに香港では中間
層に手が届く価格帯の商品であり、そ
の時期の旬の海外産果物が競合とな
るという考え

• 韓国:いちご

※韓国産青果物について

⁃ ぶどう・柿は日本産のほうが味が
優れるが、シャインマスカットは
将来脅威となる可能性がある
(今年度から韓国産が流入。現
時点では生産技術が追い付い
ていないが、将来的には日本産
の脅威となる可能性がある)

(ほぼ100%日本産品)

• りんご：青森が90％以上

• ぶどう：長野が8割以上

• かんきつ：愛媛が多く、他は佐
賀、和歌山)

• いちご：福岡が8割以上、他
は長崎・佐賀。九州産が主

• もも：山梨が7割、長野が2
割、一部が和歌山・岡山。

• 柿：奈良県産が主。 10-11
月に仕入

• 梨：鳥取が主。 8月下旬-9
月に仕入

X社

全体 日本産 競合

主な取扱青果物

事業者名
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現地卸売市場においても、日本産青果物は主要品目(りんご、かんきつ、ぶどう、いちご)
を中心にほぼ全品目の取扱いがあるものの、競合相手として韓国(特にいちごと梨)の品
質面での追随が指摘された。

日本産青果物の取扱状況(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

• 豪州:もも、かんきつ

• 韓国:いちご、梨

• 台湾:かんきつ

• ほぼ全ての果物は取扱がある

• 日本産青果物の割合は小売
事業では50%以上だが、
BtoBの卸売では比率は低下

• ほぼ全ての果物は取扱があるY社

その他

Z社 • N/A

• その時の旬の果物をメニューと
して顧客に提供

• 日本産青果物は全体の10%

• その時の旬の果物をメニューと
して顧客に提供

全体 日本産 競合

主な取扱青果物

事業者名
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現地系小売大手のα社グループでは、りんご等の周年商品は商社経由で調達し、全て
のグループ店舗に卸して直接販売を行う一方で、いちご・もも等の季節商品は高級業態
店のみの取り扱いとし、主にサプライヤー経由の委託販売を行う。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

現地系
大手

小
売

A社

• 販売調達方法は、商社経由での調
達・自社販売/委託販売の二種類

① 商社経由調達
(日本産青果物販売の1/3に相当)

- 量的確保が必要なため、品目はりん
ごと梨のみ。

- 輸入業者は2-3社のみを選定

- ほぼ全てのα社グループ店舗に卸して
いる

- 梨は供給体制の関係から一年のうち
一か月のみ

② 委託販売
(日本産青果物販売の2/3に相当)

⁃ 20社以上の業者が委託販売に参加

⁃ 一年を通じて季節商品を調達
(いちご、もも等)

⁃ 高級業態の店舗のみで取扱

• 現地中間層

• 日本産品に対して高い信頼とロイヤリ
ティーがある

• 味を重視視し、価格感応度は低く、味
が良ければ産地にはこだわらない

• 日本産りんごの消費者需要は増加
(2016年の販売高は2014年から倍
増)する一方で、梨の需要は減少

① 日本産りんごの需要増加理由

⁃ 競合である中国産りんごの価格が過
去4-5年で二倍に高騰

⁃ 2nd、3rdグレードの商品も香港輸出

② 日本産梨の需要減少理由

⁃ 競合として韓国と中国が台頭

⁃ 1バスケットあたりのコストが他国より高
い(個別包装作業に人件費)

⁃ 日本からの供給量が大幅に減少して
おり相対的なコストが増加

⁃ 梨はすでに中秋節での人気商品では
なくなっており需要が減少

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層
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α社グループの高級業態店のターゲット顧客層は現地アッパーミドル層以上となり、
「旬」・「希少性」・「ギフト用」が重要な要素。日本産青果物には常設棚が設けられ、サプ
ライヤーによる委託販売が主となる。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

現地系
大手

小
売

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム

• 複数のサプライヤーの委託販売コーナー
があり、販促員が一年の90％は配置

• 日本産青果物の委託販売コーナーは
最大の広さで、スーパーの入り口に正
方形で配置

• いちごの少量パッケージが廉価で人気
商品である一方で、豪華な贈答用ボッ
クスも需要が高い

• 白いちごのような希少価値の高い商品
は、希少性という観点から香港人にはと
ても人気が高い

• 現地系大手卸売の一社が独占的に
委託販売を実施。多種多様な日本産
青果物を販売

• りんご(王林)は店舗が直接販売

• 購買層にとって、品目の季節性(旬)は
非常に大事な要素

• いちごのあまおうのような認知度の高い
ブランドは人気

• 日本産青果物は全て委託販売

• 日本産青果物売り場は入り口近くに
配置。但し訪問時にはプロモーターは
配置されていなかった

• N/A

事業者名

B社

C社

D社

E社 • N/A

日本産青果物
ターゲット層

• 現地アッパーミドル
層以上

• 欧米日の外国人駐
在員

• 現地富裕層

• 欧米日の外国人駐
在員及び観光客

• 現地富裕層

• 欧米日の外国人駐
在員

• 現地アッパーミドル
層以上

• 欧米日の外国人駐
在員

• N/A
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現地系大手スーパーのβ社グループは、中間層をターゲットとする主力店舗とアッパーミ
ドル層以上の高級業態店で構成。消費者の嗜好は味を重要視し、産地には拘らない。
高級業態店では委託販売形式による日本産品コーナーが常設。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

現地系
大手

小
売

F社
• 視察時には、他国産には一部プロモー

ターが配属されていたが、日本産品に
は配属なし

• 近隣在住の中間層

• 産地にあまり拘りはない

• りんごのうち、王林は自己消費用。赤
色のりんごは、中国の文化ではお祝い
にふさわしい色であるため、贈答用にも
購買される

H社
• 入り口付近に日本産品コーナーが常設

• 委託販売形式

• 現地アッパーミドル
層以上及び欧米日
の駐在員

• N/A

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層
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日系百貨店やスーパーでは、現地日本人だけではなく、現地アッパーミドル層も主な顧
客。消費者の嗜好は味を重要視し、トップブランドの認知はあるが産地には拘らない。
日本産青果物コーナーが常設され、プロモーターによる店頭販促に注力。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

日系小
売

I社

• 直接調達50％、輸入業者経由50%

• 調達の際の重要視事項は、安全性、
安定調圧、鮮度、価格

• 一年のうち4～5か月間、プロモーターが
配置。一回でクローズアップされる果物
は一種類

• 30歳以上のアッ
パーミドル層以上

• 日本産青果物のイメージは、香りと味
がよく、果汁が豊富

• 品質を満たせば、産地に対する拘りは
少なく、一般にあまおうのようなトップブラ
ンドに対する認知があるのみ

• 購入目的は主に自家消費

J社 • N/A

• 現地アッパーミドル
層以上

• 現地日本人及び
観光客

• 当該店舗で扱う日本産青果物は高価
格帯であり、贈答用に好まれる

L社

• 日本について知識のある消費者が多く
日本の固有種(柿、栗など)に注力

• 認知度の低い果物には、糖度、食感、
産地を示す中国語の説明カードが添
付

• 店頭では認知度の低いブランドや品種
の果物について、最良の食べ方をプロ
モーションして顧客を啓蒙

• 近隣に住むアッパー
ミドル層以上

• 日本産品にはロイヤリティのある顧客が
多い

• 味を重視し、甘くてやや固めの製品が
好まれる

• 健康志向が高いため栄養素や健康効
果がわかりやすい商品はニーズがある

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層
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現地系(その他)のスーパーは食材専門店が中心で現地中間層～アッパーミドル層以上
がターゲット。消費者の嗜好は味を重視し産地には拘らないが、価格感応度はやや高い。
輸入業者経由または産地からの直接調達を行う。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

O社

• 調達頻度は週三回

• 輸入業者経由で仕入れ

• 業者の選定理由は安定調達、高品質、
価格競争力

• 仕入品目は輸入業者の見積もりリスト
から選定

• 現地アッパーミドル
層以上

• 欧米日の外国人駐
在員

• 味を重視し、上位産地は人気がある

• 日本産青果物は、味が良く安全だが
高価な商品というイメージがある

• 自家消費が主で、贈答用の割合は少
ない(ももといちごは春節や中秋節での
贈答用にも使われる)

N社

• 調達先はグループ会社とJA

• JAとはすでに長期的なパートナーシップ
を築いており、特定の果物については、
年間の価格保証がある

• 調達時の重視事項は、現地ニーズとの
一致、価格、安定供給

• 現地中間層

• 日本産青果物のイメージは味と品質が
よいプレミアム商品

 但し、りんごは大衆化してきて
おり、プレミアムイメージを損な
う分岐点に位置している

• 香港人は産地にはこだわらない。味が
よく価格が安い/妥当性があれば、人
気商品となり得る

• 自家消費が主

• 価格感応度は高い
小
売

現地系
その他

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層
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香港市場のウェットマーケットは近隣の中間層(中年～高齢者)がターゲット。日本産り
んごは周年販売されているものの、全体的に日本産品の取扱割合は小さく、消費者の
産地・ブランド認知度も低い。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(輸入卸/その他)

P社
• 日本産りんごは周年販売

• 日本産青果物の取扱高は少ないもの
の、プロモーションは店主自身が行う

• 近隣の中間層
(中年～高齢者)

• ぶどう(シャインマスカット)は、自己消費
とギフトの両方の目的で購入
(ギフト用はより大粒で大房)

• この地区の消費者は、日本産青果物
の産地・ブランドについては、いちごのあ
まおう程度のトップブランドしか認知・興
味がない

小
売

現地系
その他

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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現地系輸入卸業者のQ社は、香港のほぼ全ブランドのスーパー及び卸売市場との取引
がある。現地系２大小売グループ及び一部日系スーパー内に自社の日本産青果物専
用棚を保有し、プロモーターを配置して委託販売を行う。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

• 調達頻度はコンテナ船:2-3回/週、空
輸;2便/週

• 調達において重視するのは現地ニーズ
との一致と安全性

• 販売先は現地スーパー及びその他の小
規模小売業者が70%、卸売市場が
30％

• 直接販売と委託販売が半分ずつの割
合

• 委託販売店には長期契約の販促員
(プロモーター)を配置

• 現地中間層～アッ
パーミドル層以上

• 日本産青果物のイメージはプレミアム
感のある商品。一貫して高品質であり
高級感のある包装がなされていると認
知

• 香港人は味がよければ産地への拘りは
ほとんどない

⁃ 例えば、いちごの特定ブランド(あまおう
や白いちご)は認知あるが、ももの産地
やブランド認知はない

⁃ 産地別の味の違いにも気が付かない

Q社現地系
輸
入
卸

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層
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現地系輸入卸業者のR社は、マージン確保と販売リスク回避のため、受注確定後の調
達と小売業者に対する買取販売を戦略として行う。今後はグループ小売店舗での日本
産品の取り扱いを強化予定。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

• 調達頻度:週一回のペースでコンテナ
船及び空輸で調達

• 調達の先の重視事項は季節性と価格
競争力。産地についてはターゲット顧客
セグメントにより戦略的に選定

• 販売先は、グループ小売店舗、日系小
売店、プレミアムリトルストア(高級住宅
街の非チェーン小売)、果物卸売市場

• 受注確定後の仕入が主。以下の理由
により委託販売はほとんど行わない。

⁃ 販売には小売店側にも販促努力が
必要なため

⁃ 本当に良いプロモーターは稀で、多くは
訓練の必要があるが、プロモーター支
援のためのマージンが不足。プロモー
ションコストの販売価格への転嫁は競
争力を損なわせる

• 現地中間層

• 日本産品は高級感があるイメージだが
近年グレーディングは低下している。値
段もより大衆向けに移行

⁃ 現在の価格は十分に下がっており、こ
れ以上価格低下が生じると日本産品
のプレミアムイメージを損なう

• 顧客の嗜好は味を重視。価格感応度
は高い

• 産地の重要性は低く、放射能懸念区
域でなければあまり気にしない

R社現地系
輸
入
卸

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層
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現地系輸入卸業者のS社は果物卸売市場を主力取引先とし、100%買取販売を行う。
中間層へ日本産品が既に浸透していることを指摘し、価格下落とプレミアムイメージの毀
損を懸念。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

現地系
輸
入
卸

• 調達頻度はコンテナ船:3回/週、空
輸:1便(1トン)/週

• 調達の際に重要視する事項は価格、
安定供給、安全性、パッキング、現地
ニーズ等

• 販売先：卸売市場70%、スーパー
マーケット(日系中心)30％

• 100%買取販売(委託なし)

• 現地中間層～アッ
パーミドル層以上

• 消費者が最も重要視するのは味

• 消費者の生産地への拘りはあまりない。
果物のトップブランドのブランドの認識が
ある程度である(いちごのあまおうなど)

• 日本産青果物はすでに中間層に手が
届く存在となっている。

⁃ 但し、ぶどう(シャインマスカット)は例外
で、現在よりも10%ほど価格引下げ
が妥当。但し、日本産フルーツのプレミ
アムイメージを保護するため、過度に
引き下げるべきではない

S社

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層
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日系輸入卸業者のT社は季節の旬を訴求した販売調達を行う。消費者は味を重視し産
地への拘りは低いとの指摘がある一方で、販促方法として訪日経験者への産地訴求の
有効性も提言。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

• その季節の旬に訴求した調達販売を
行っている

• 香港サプライヤーまたは日本の市場仲
買業者を経由して調達

• 特定の産地よりは、季節性の観点から
見て、その時点で一番品質の良い産
地から調達

⁃ その品目の旬に焦点を当て、旬が過
ぎたら商品を切り替え

• (取引先の)小売店の販売方法は、当
該小売店の立場によって異なる

⁃ 買取での不足分をインポーターへの委
託販売で補うなど、双方を活用してい
るケースもある

⁃ 日系小売店は独自の日本産品コー
ナーづくりを行う一方、現地系小売は
日本産品のウェイトが高くなく、全体の
青果物のコーナーの一部に日本産品
が配置

• 現地アッパーミドル
層以上

• 味(おいしさ)を訴求することが重要で、
次に品質(安全・安心)の訴求が有効

• 香港人は産地への拘りはないが、訪日
経験者が多く、産地の訴求は旅行の
追体験的な効果があり有効

• 購入目的は自家消費が主。ギフト需
要は春節/中秋節が中心

T社日系
輸
入
卸

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層
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日系輸入卸業者のU社は、現地では有名産地ブランドが好まれるというニーズに鑑み、
認知度の高い産地を指定した販売調達を行う。産地のブランド力を重視し、産地リレー
よりは、冷蔵技術を用いた長期保存による出荷期間延長を提言。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

日系
輸
入
卸

• 市場(東京市場、大阪市場)からの仕
入れと産直調達(産直の場合は95%
以上はJA)

• 産地指定調達

⁃ 産地そのものにブランド力があり、認知
されていない産地の品物は有名ブラン
ドであっても売れない

• 年間を通じて香港市場へ日本産青果
物を供給

• 販売先は香港の仲卸業者。現地の小
売には直接は卸していない

• 現地アッパーミドル
層以上

• 顧客の嗜好：安全性、味、見た目
(美しい、大きい)。糖度と産地のこだわ
りあり

• 産地にこだわりを持つ消費者層も存在
するため、リレー出荷よりも、ブランド力
のある産地の商品の長期保管方法の
強化のほうが良策

• 購入目的は自家消費が主。ギフト需
要は春節/中秋節が中心

U社

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層
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日系輸入卸業者大手のX社は味と品質の良い産地を追求し、品目別に産地・ブランド
を選別して指定調達を行う。現地大手/日系スーパーを取引先とし市場シェアが高い。
販売方法は100%買取方式。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

• 香港の日本産青果物の取扱高はトッ
プシェア

⁃ 普段は果物市場の半分のシェア、いち
ご(あまおう)がでる時期は半分以上の
シェア

• 産地への拘りは品目による。人気のあ
る産地とブランドをかなり具体的に指定
して調達を行っている。

• 香港の気候では包装方法も重要で産
地により異なるため選別

• 卸先は現地大手小売グループの1社と
日系小売店

• 香港の小売店、輸入業者、市場の販
売/卸方法は現地系を含め、買取が多
い感覚

⁃ フルーツは傷みやすいので、商慣習とし
て委託販売が少ない

⁃ 当社は100%買取

• 中間層～アッパー
ミドル層以上

• 味と香り、触感が良いもの、大きいもの
が好まれる

• 日本への旅行経験者も多く、美味しい
ブランドと産地の認知はある

• 近年は日本産品の価格下落と日本へ
の旅行者の増加で消費量は増加

• 購入目的は自家消費が主。贈答用は
春節と中秋節がメインで、特に中秋節
は企業間贈答が増加

• 当社の産地への拘りは品目による

⁃ ぶどう(シャインマスカット)：長野
(巨峰は昔から扱うも人気がない)

⁃ いちご：福岡産のあまおう

⁃ りんご：青森(冷蔵技術が発達)

⁃ かんきつ：愛媛、香川

⁃ もも：山梨(糖度が高く、大きく、見た目
が綺麗なため)

⁃ 梨：鳥取の21世紀ナシ(但し過当競
争に入っており調達量は抑制)

⁃ 柿：和歌山

X社日系
輸
入
卸

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層
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青果物卸売市場のY社では、現地ウェットベンダーや飲食店への卸売、現地中間層への
小売が主。BtoCでは日本産品への信頼とロイヤリティがある一方で、BtoBでは新しい
市場価値投入の必要性が指摘される。

日本産青果物に関する消費者の嗜好性(輸入卸/その他)

• 現地系卸売業者から調達。長期的な
信頼関係がある。

• 調達における重視事項

⁃ 味が良い

⁃ 価格/コスト

⁃ 食品の安全性

⁃ パッケージング

⁃ 果物の外見(大きく綺麗な商品を好
む)

• 販売先はB2Cでは中間層。B2Bでは
香港のウェットマーケットベンダー

• 現地中間層

• 小規模小売業者

• 高級日本食レストラ
ン

• 品質への信頼性(特に甘さと香り)があ
り、一度購入経験があればリピートする

 日本産の満足度は90%
(韓国は50%)

• 産地による味の違いは理解していない
ものの、人気商品の上位ブランドや産
地は認知されている(北海道メロン、い
ちごのあまおう、ぶどう(シャインマスカッ
ト)、和歌山のかんきつと柿等)

 春日井ももなど、強力なブラン
ドもある

• 日本の果物は高価であることが受容さ
れており、価格感応度は低い

Y社

その他

Z社

• 果物の調達のうち日本産の割合約
10％

• 果物はコスト低減のため大半を中国か
ら調達

• 現地富裕層

• 欧米日の外国人駐
在員及び観光客

• 日本の果物のイメージは、高価、良品
質、安全(中国からのものより安全)

消費者の嗜好性 販売方法・調達スキーム事業者名
日本産青果物

ターゲット層

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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現地系小売大手のα社グループでは、需要の高いいちご・ももに対する期間延長ニーズ
が強い。りんごはすでに周年供給が実現。

日本産青果物に関する事業者ニーズ(小売)

取扱意向の
高い品目

現地系
大手

小
売

事業者名 特定時期 特定品目

ニーズ

A社
(高級業態含む)

• いちご

• もも

• なし

⁃ 周年供給のニーズもあるかもしれない
が、(あったとしても)ハイレイヤー店舗の
みの需要で、中間層向け店舗以下の
需要はほとんどない

⁃ 特定のイベントで供給不足に陥ること
はない

• いちご

⁃ 継続的に高い需要があり在庫不
足。取扱期間の延長が望ましい

⁃ 但し、温室栽培のものは味が悪く、
オフシーズン中は値段も高く売上の
爆発的な増加にはつながらない

• もも

⁃ 代替商品が少なく、取扱期間が短
いため、期間延長が望ましい(香港
での取扱期間は一か月のみ)

B社 • 青森産りんご

• 春節

⁃ 旧正月では「世界一」は時期限定の
人気商品。希少性が香港では重要

• N/A

C社 • N/A • N/A • N/A

D社 • 青森産りんご • (りんごは周年供給がすでに実現) • N/A

E社 • N/A
• 周年供給されている特定品目はない

が、日本産青果物は一年を通じて販売
• N/A
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現地系
大手

現地系小売大手のβ社グループでは、青森産りんご・いちごに関する取扱意向が高い。

日本産青果物に関する事業者ニーズ(小売)

取扱意向の
高い品目

小
売

事業者名 特定時期 特定品目

ニーズ

F社
• 青森産りんご

• いちご
(あまおう)

• N/A • N/A

H社 • N/A • N/A • N/A

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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日系小売ではもも・ぶどうに対するニーズが強く、特に中秋節のももは需要が高い。但
し、単なる期間延長や供給量増加には懸念があり、日本産品として期待されている
「旬」・「品質」・「味」は遵守すべきとの指摘あり。

日本産青果物に関する事業者ニーズ(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

取扱意向の
高い品目

日系小
売

事業者名 特定時期 特定品目

ニーズ

• もも

• ぶどう
(シャインマスカット)

• メロン

• りんごはすでに周年供給されているが、
様々な季節に焦点をあてた果物全体で
の周年供給があれば、さらに好ましい

• 中秋節(もも、ぶどう、梨は人気商品)

⁃ ぶどう(シャインマスカット)とももは市場
成長余地がある。但し、いちごのように
過剰供給されないように注意が必要

I社

• ぶどう(シャインマスカット)、もも

⁃ 期間延長の市場ニーズがある

• その他

⁃ いちごのブランドの中には、３月以
降の香港の気温と湿度に適さない
ものがあり注意が必要

⁃ 温室栽培の果実は旬のものより味
が悪く高価格。消費者期待値の最
低限は順守すべき

L社 • もも

• 春節・中秋節

⁃ 春節は供給できる果物の種類が限定
される

• なし

⁃ ニーズのある産地/ブランドが重要で
あり品目レベルでの産地リレーは期
待しない

⁃ 単なる市場放出量の増加は、過
当な価格競争を招く懸念がある
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日系高級百貨店のJ社では、贈答用商品としてのニーズも高く、供給拡大による利益創
出よりも、顧客ニーズとしての「希少性」・「品質」の遵守を優先。

日本産青果物に関する事業者ニーズ(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

日系小
売

事業者名

ニーズ

J社

取扱意向の
高い品目

• ぶどう(シャインマスカット)

• もも

特定時期

• N/A

特定品目

• その他

⁃ 現地の人々は商品の「希少価値」を大事にし
ており、今期のシャインマスカットのように、供
給期間延長により店舗の利益創出につな
がったとしても、現時点以降の期間延長は希
望しない

⁃ ももの供給期間の拡大は歓迎される可能性
はあるが、品質を損なうべきではない
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現地系
その他

現地系(その他)小売業者においても、もも・ぶどうに対するニーズが強く、特に中秋節は
ももの需要が突出して高く供給不足が生じている。但し、供給過剰に伴う価格競争や品
質低下への懸念は、現地系大手・日系の小売業者と同様に指摘。

日本産青果物に関する事業者ニーズ(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

取扱意向の
高い品目

小
売

事業者名

ニーズ

N社

• もも

• シャインマスカット

• メロン、さくらんぼ、
沖縄産果物

• なし

⁃ 中秋節は需要が高いが、供給過多に
よる価格下落と利益減少につながる懸
念あるため、業者利益保護の観点から
は、これ以上の増加は必要ない

• ぶどう(シャインマスカット)、もも

⁃ 期間延長が望ましい

• 但し、既存品目の増加より、認知
度の低い品目や産地の供給拡大
や販促努力に焦点をあてるべき

O社

• 中秋節

⁃ ももは非常に人気

⁃ 中秋節の前後は事前注文であっても
需要が供給に追い付かない

• その他

⁃ 品質劣化がないことに納得性をも
たせるため、期間延長がされている
背景や理由を顧客に説明する必
要あり

• もも

特定時期 特定品目

P社

• りんご(王林、ふじ)

• ぶどう
(シャインマスカット)

• いちご(あまおう)

• N/A • N/A
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現地系
輸
入
卸

現地系輸入卸事業者では、中秋節の需要(特にもも)とともに、オフシーズンや人気品目
の供給空白期間を埋める目的での出荷期間延長ニーズが高い。

日本産青果物に関する事業者ニーズ(輸入卸/その他)

• ももR社 • 中秋節

• もも

• いちご

• ぶどう
(シャインマスカット)

Q社

• 中秋節

⁃ メロン、もも、ぶどう

※春節には香港人はお菓子とチョコレートを
買うため果物の需要は高くない

• 3-4月

⁃ いちごとももの供給期間の合間(空白
期間)のため、どちらかの品目の期間延
長が可能でこの空白期間を埋めること
があれば、市場受入余地は大きい

• もも、ぶどう(シャインマスカット)

⁃ 現時点では、価格下落をまだ伴わ
ずに輸入量を拡大する市場余地
がある

• オフシーズンに、もものような人気商
品の供給期間延長を期待

• ももS社 • 中秋節

• もも

⁃ もものピーク期間(8月と9月)におけ
る供給量の増加

⁃ 「フルーツボイド」(果物の供給量が
少なくなる時期、4～６月)に、もも
の出荷期間延長を期待

取扱意向の
高い品目事業者名 特定時期 特定品目

ニーズ

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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日系輸入卸事業者においても、もも・ぶどう・いちごのニーズが高く、一部の業者では中
秋節でのももの供給不足が生じている。但し、日系事業者では「旬」・「味」の訴求を重
要視しており、単なる品目ベースでの期間延長や供給量増加については懐疑的。

日本産青果物に関する事業者ニーズ(輸入卸/その他)

取扱意向の
高い品目事業者名

日系

• ももT社 • -

• 特になし

⁃ 店頭での季節感の訴求が大切。
旬の引き延ばしは望ましい戦略で
ない

• ももU社

• 中秋節

⁃ ももの需要が突出するが供給量が追い
付かない(日本の旬とずれるため)。同
社では冷蔵保管での供給を検討。

• もも、ぶどう

• もも

• りんご

• ぶどう

• いちご

X社

• いちご

⁃ 但し香港で人気のある美味しい品
種が必要

⁃ あまおう、ゆめのか、ほのか等が東
北等の産地で生産されて輸出可
能となれば、受け入れ余地は大

• -

輸
入
卸

ニーズ

特定時期 特定品目

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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現地卸売市場でも、もも・ぶどう・いちごに対するニーズが強く、中秋節におけるももの需
要とともに、オフシーズンや人気商材の供給空白期間における対応を目的とした出荷期
間延長ニーズも高い。一方で香港の気候に配慮した鮮度維持方策の必要性も指摘。

日本産青果物に関する事業者ニーズ(輸入卸/その他)

その他

取扱意向の
高い品目事業者名

Y社

• りんご

• いちご

• ぶどう
(シャインマスカット)

• メロン

• もも
※特にももは他国から
の代替品がないため
需要が高い

• 季節の旬の果物が途切れることなく周
年供給されることが望ましい

⁃ 特に4-6月は香港では日本産青果物
が供給不足となるため、この期間の供
給強化(例えば日本産のさくらんぼは
5-6月の販売高が高い)

• 中秋節

⁃ もも(贈答用)

• もも

⁃ 4-6月における供給期間の拡大

• ぶどう(シャインマスカット)

⁃ オフシーズンの供給期間の拡大

• その他

⁃ 夏季は傷みやすいため鮮度保持の
対策なくして期間延長だけ推進し
ても意味はない。(例えば日本にお
けるいちごの出荷期間は5月までだ
が、香港は暑いため一般に4月で
入荷を終了)

ニーズ

特定時期 特定品目

Z社 • (季節の旬の果物) • N/A • N/A

出所：事業者ヒアリング、現地視察
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小
売

D社
• 日本産青果物は高価であり、価

格志向の顧客にとっては魅力的
ではない

• N/A • N/A

B社
• 長期間の販促員の配置は、消

費者にとっての目新しさが薄れる
ためインパクトのある販促が必要

• N/A • N/A

現地系小売大手のα社グループでは、中間層需要の拡大に向けた価格低減を課題とし
て認識。自社努力として、海上輸送への切替による物流コスト削減や、パッケージ作業の
現地化等のコスト削減等が検討されている。

輸出拡大に向けた課題(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

マーケティング 物流

現地系
大手

事業者名 その他

A社 • N/A

• 物流コストの削減

⁃ 空輸に代わり海上輸送を検討
中だが搭載量の確保(空輸の
10倍)が必要

• パッケージ作業の現地化によるコ
スト削減(パッケージの重要性は
香港では低いため。但し、いちご
は例外)

課題

E社 • N/A • N/A

• 日本産青果物の個別包装は、
手に取って直接品質を確認した
い購買層が‘多い香港では逆効
果となる可能性がある
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現地系小売大手のβ社グループにおいても、中間層向け主力店舗では他国産との価格
差が顕著。中間層需要の拡大に向けては販売価格の低減が課題であり、包装簡略化
を行う等のコスト削減が求められる。

輸出拡大に向けた課題(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

現地系
大手

小
売

F社
• 個別包装をされた日本産青果

物はかなり高額であり、他国産と
の価格差が著しい

• N/A • N/A

課題

マーケティング 物流事業者名 その他
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I社では日本産品の供給過剰により、価格下落とプレミアム商材としてのイメージ低下が
生じていることを指摘。特に味と価格については市場ベースラインに達しており、現在の水
準を最低限遵守し、購買客維持と業者利益の確保が必要と指摘。

輸出拡大に向けた課題(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

日系小
売

I社

• 現在、りんごといちごは市場に過剰供給
され、日本産青果物のブランドイメージは
低下。その結果、卸売市場と百貨店との
価格差が拡大

⁃ 味と価格は現時点ですでにベー
スラインに達しており、これ以上
落とすべきではない

• 産地主催による、小売業者が一同に会
した試食会の開催も有効

• N/A • N/A

課題

マーケティング 物流事業者名 その他
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J社では業態上、人件費や家賃等の固定費の販売価格転嫁が必須であり、日本産青
果物のプレミアム商材としてのイメージや業者マージンを損なう形での中間層への拡大に
は懐疑的。また産地アピールのために、産地マスコットの活用等も提案。

輸出拡大に向けた課題(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

日系小
売

J社

• 当該店舗は人件費やその他運営費が高コ
ストのため、果物の価格を上げざるをえない。
市場価格を犠牲にして供給量を増加させ
ると、損失を被ることになる

• 産地アピールのため、香港主要小売店での
産地マスコット(例：熊本県のくまもん)を
伴った特別なセールスプロモーションの展開
は効果が期待できる

• N/A
• 産地の認知度促進を積極

的に行うべき

課題

マーケティング 物流事業者名 その他
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L社では輸出拡大の障壁として中間層向け販売価格の高止まりを指摘。現地普及には
地道な店頭販促活動が重要であることを指摘し、自社努力として、日本産品の知識普
及、認知度の低い産地・ブランドの販促、冷蔵技術の活用等を行う。

輸出拡大に向けた課題(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

日系小
売

L社

• 現地中間層に向けた販売価格の低減

⁃ 輸出拡大のためには、現地のローカルスー
パーも視野に入れるべきだが、そのレベルに
参入するには価格がまだ高すぎる

• 認知度の低い産地/ブランドの販促

• 高い健康意識に向けた品目/知識の提供

• 流通構造の把握とエリアマーケティング

⁃ 特に香港は近年富裕層の居住区域が変
化しているため

マーケティング事業者名

• 輸送コスト削減等での価格
競争力面の強化

⁃ 冷蔵保存技術の活用(自
社で技術と設備を保有)

• 輸出拡大に向けては、産地
が輸出品目(追熟・完熟品
目)を戦略的に選定すべき

• 日本産品の海外コピーの防
止策の考案と法的措置の
実施

物流 その他

課題
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N社はグループ商社から調達しており、供給過多気味な現状に鑑み、市場供給量と輸出
価格の調整による業者利益保護の必要性を示唆。また多種多様な品目の市場投入に
よる価値創出や販促支援の必要性も指摘。

輸出拡大に向けた課題(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

現地系
その他

小
売

N社

• 多種多様な品目の市場投入と販
促努力

⁃ 一部の日本産地については開拓
の余地あり(例えば沖縄マンゴー、
ライム、パイナップル、イチジクは香
港では入手不能か非常に価格が
高く、成長余地がある)

• 認知度の低い産地やJA以外の産
地の認知度向上のための販促活動

• 震災後の放射能の影響や安全対
策についての正しい情報の開示

マーケティング

• 鮮度維持のための配送/保管
方法の改善

⁃ 果物の鮮度維持のため、包
装に関しては紙よりポリフォー
ムボックスの使用が望ましい

物流事業者名

• 果物供給量と輸出価格の管理が必
要ではないか

⁃ 余剰生産があった場合には、政府が
補助金で買い上げ、主要輸出国向
けに投下する等

⁃ 韓国政府は全品目の果物輸出価
格の中央管理を実施。小売業者と
輸入業者の利益保護が実現

• 香港現地における日本の果物の販促
/サンプリングイベントのサポート

その他

課題
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各国の高級食材を取り扱うO社は、多種多様な日本産青果物に対する市場認知の必
要性を強調。公的機関による大々的なキャンペーンと店頭販促強化を提言。

輸出拡大に向けた課題(小売)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

マーケティング事業者名

現地系
その他

小
売

O社

• 多種多様な日本産青果物に対する市場
認知と、公的機関による大々的なキャン
ペーン

⁃ 高齢者は安価な果物を購買することに慣
れているため、高価な日本産品の購買層
にはなりにくい。マスメディア等での大々的な
宣伝が必要

• 新種や珍しい品目の果物が店頭で取り扱
われた場合、店頭で当該商品をプロモート
する販促員が必要

• 香港への輸出に関心のある日本の輸出業
者と香港の小売業者をつなぐためのプラット
フォームづくりが有効

• 日本の輸出業者の香港輸入業者に対する
定期的な日本産青果物の試食会

• 鮮度維持のための配送/保
管方法の改善

⁃ ももとぶどう輸送保管容器
の改善(現在は非常に壊
れやすい)

• N/A

物流 その他

課題
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Q社では一部品目(りんご・いちご)の供給過多による品質・価格低下を指摘。物流コス
ト削減や少量パッケージの導入等の自社努力による利益確保を模索する一方、産地・
ブランドの認知度向上や新しい価値提案の必要性を指摘。

輸出拡大に向けた課題(輸入卸/その他)

マーケティング 物流事業者名

現地系
輸
入
卸

Q社

• 販売価格下落及び品質低下の防止

⁃ 日本産青果物の品質は供給過多のた
め、過去数年間で全般的に低下

⁃ 特定の品目(特にりんごといちご)はすで
に供給過多で価格下落が生じており、
これ以上の取扱高を増やしても中間卸
業者の利益は増加しない

• 販促活動への資金投下と販促員教育

⁃ 資金及び人材面での支援により、輸入
業者が日本から派遣されたプロモーター
をさらに規模を拡大して各店舗に配置
することが望ましい

• 認知の低い産地や品種の開拓

• 既存品目について新しい価値を市場提
案(例：健康増進に繋がる食べ方、新
しい調理法等)

• 物流コストの削減

⁃ いちごについて、航空輸送から貨物輸
送への切り替えを試験的に実施

• 少量パッケージの導入

⁃ ももは大玉で数量が大きいパッケージの
ほうが単価コストが安いにもかかわらず、
小玉で少量パッケージのほうが販売高
が多い

⁃ シャインマスカットは少量販売でも売れ
行きは良好

• 鮮度維持のための配送/保管方法の
改善

⁃ りんごのフードネット装着

• N/A

その他

課題

出所：事業者ヒアリング、現地視察



69©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

R社では、日本産青果物の過剰流入による過当な価格競争が生じていることを指摘し、
市場供給量の調整や販促活動等への補助金拠出等の積極的支援を期待。

輸出拡大に向けた課題(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

現地系
輸
入
卸

• 販売価格下落の防止

⁃ 日本産青果物の輸出価格の
統制が不十分なため過当な価
格競争が発生

⁃ 台湾/本土経由による。市場へ
の果物の過剰供給が発生し、
価格下押圧力の原因

• 市場でプレミアム価値を発揮で
きる新品目の投入

R社

• 鮮度維持のための配送/保管
方法の改善

⁃ 乾燥防止のためのミニウォーター
ポーチの添付や鮮度維持のた
めのCA容器の使用推奨

• 輸入業者利益保護のための市
場供給量の調整

• 日本の果物宣伝活動への積極
的な資金投下

⁃ 日本の果物の啓蒙活動を促
進するためのプロモーター育成
やキャンペーンへの補助金投入

マーケティング 物流事業者名 その他

課題
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S社では、日本産青果物の過剰流入により、価格競争が生じていることを懸念。自社努
力での輸送コスト削減による利益確保を模索する一方、特定産地の産品に関する販売
独占権付与等を例示し、価格競争防止の必要性を示唆。

輸出拡大に向けた課題(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

マーケティング 物流事業者名

現地系
輸
入
卸

S社

• 販売価格下落の防止

⁃ りんごといちごは輸出業者が過多で、
価格競争を引き起こし、川下の販
売価格が下落

⁃ 台湾からのリダイレクトで果物が市
場に過剰流入し、小売価格を
40％ほど引き下げている

(以下、防止策の一例として)

• 特定産地の「販売独占権」を香港
輸入業者に付与。輸入者が価格を
規制し価格競争を防止することが考
えられる

⁃ 京都府産のいちご、日之島のイチゴ
等の事例あり

• 輸送方法切り替えによるコスト削減

⁃ 但し、いちごは船便での輸送期間
に貯蔵鮮度が耐えられないため、コ
スト削減余地は少ない

• 鮮度維持のための配送/保管方法
の改善

⁃ いちごのトレイに水分吸収のための
スポンジを付与

⁃ 果実の保護ネットの使用推奨

• 産地の現地試食会や販
促活動への補助金拠出

その他

課題



71©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

T社とU社では、中間層拡大に向けた価格引下げと、店頭での試食宣伝販売強化によ
る販売機会の拡大を課題として認識。物流コストや販促活動に対する国の補助金支援
への期待も挙げられた。

輸出拡大に向けた課題(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

日系
輸
入
卸

T社

U社

• 販売価格の引き下げ

⁃ 高価格であることが購買層が中間
層に波及しない最大の原因

• 安心安全の担保のための産地・生産
者の情報提供

• 店頭での試食キャンペーン強化

• プロモーターの育成教育

⁃ 日本産品の味・産地・食べ方

• 訪日経験者への訴求効果のある販
売方法検討(産地情報提供等により
旅行の追体験に訴求)

• 新しい市場価値の提供/将来売れ
る新品目の市場への紹介

• 日本産品の値段の高さに見合う品
質確保

• 産地偽装対策

マーケティング事業者名

• 物流コストの低減

⁃ 商品適性に応じた物流戦略
(物流量の確保、歩留まり軽減、
出荷場所や輸送方法の選定)

⁃ 安定供給と輸送時間短縮の
追及

• 以下における国の補助金支援
を期待

⁃ 物流コスト

⁃ 店頭での試食宣伝販売費用

• 物流コストの低減

• 輸入量確保のため、日本産
地の生産量不足に対する対
策が必要(少子高齢化による後
継者不足への対策)

物流 その他

課題



72©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

X社は現地での長年の取引実績を有する事業者としての観点から、既存業者を巻き込
んだ長期的な商流強化へとつながる施策を求める。また物流コスト削減と将来的な調達
ルート拡大の観点から、地方の輸出拠点・物流網の整備への国の支援を期待。

輸出拡大に向けた課題(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

マーケティング事業者名

日系
輸
入
卸

X社

• 香港での主力商品(もも、りんご、いちご、
ぶどう)に関する仕入先件数と供給量確保

• 主力商品については以下の対策を実施

⁃ いちご：レギュラーパック(小粒商品販売)
の試験導入

⁃ もも：輸送歩留まりを減らす実験実施、
産地訪問による大玉の供給確保

⁃ ぶどう(シャインマスカット)：新規生産者の
教育。仕入先と確保量の増加、冷蔵長
期保存による供給量拡大。

⁃ りんご：取引先産地内の品質基準統一
に向けての啓蒙活動

• 輸出に積極的でない産地への啓蒙活動

• 物流コストの削減

⁃ 国内流通の仕組みにより
地方産の果物の香港輸出
が阻害(高い高速道路代、
空輸以外の輸送手段では
産地から出荷ポイントまで
のアクセスが悪い等)

• 地方(特に東北)の物流コス
トの政府による補助

• 新規のプレイヤーを増やすの
ではなく、既存業者を巻き込
みながら、取引パイプを太くし
ていく施策を国に期待

• 現地業者によるラベル偽装
に伴う価格下落防止と業者
への啓発啓蒙活動

物流 その他

課題
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現地卸売市場では、現地中間層やウェットマーケットが購買層であり、日本産品の特徴
や価値についての消費者啓蒙と、認知度向上のため販促強化が課題と認識。現地では
顧客が必要としている情報の提供等、具体的な施策が講じられている。

輸出拡大に向けた課題(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

その他
(卸売市場)

Y社

• 日本産青果物は店頭での無料試食のコ
ストが高い。従って味や特徴を、売り手が
顧客に言葉で明確に伝えることが重要

⁃ 日本の輸出業者によるプロモーション用の
パンフレットの作成

⁃ 日本語表記の中国語翻訳

⁃ 甘味の程度など、現地の香港人が欲する
情報を伝達

⁃ フェイスブック等のプラットフォームの活用

• 日本産青果物の独特の味の違いについて
の市場への教育が必要(知識がないと消費
者は見た目と大きさで商品を選択)

• 多種多様な品目の市場投入と販促努力

• 認知度の低い産地/ブランドのﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

マーケティング事業者名

• 鮮度維持のための配送/保
管方法の改善

⁃ 各果実ホルダーの下に穴を
開けることで効果的に排水
され、鮮度維持期間の長
期化が実現(米国事例あり)

⁃ ぶどう・りんご等では包装袋
に穴があけることで湿気が
逃げる

• 輸入拡大の障壁

⁃ 産地の虚偽表記(中国産
の日本産への虚偽表示が
横行)。または日本産青果
物箱への中国産青果物を
混在等

⁃ 安全性への風評ニュース
(米国の放射能影響地からの
禁輸措置のニュースなどに現
地人は反応)

物流 その他

課題
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外食産業では、メニュー上での日本産青果物の他国産との差別化が難しく、利用拡大
のためには、日本産青果物の価格低減が課題として認識されている。

輸出拡大に向けた課題(輸入卸/その他)

出所：事業者ヒアリング、現地視察

その他
(外食)

• 外食産業での日本産青果物の
利用拡大には、品質管理プロセ
スを損なわず販売価格を低下さ
せることが求められる

⁃ 日本産青果物はレストランで顧
客に提供できる価値に相対し
て価格が高すぎる

Z社 • N/A • N/A

マーケティング 物流事業者名 その他

課題


